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＜研究概要＞ 
 

本研究では，出水時に生じる大規模流路変動，川幅の拡幅に起因する河道内構造物

の被災，堤防の流失・決壊，これによる外水氾濫といった侵食リスクを，現在・将

来条件において得られた大量アンサンブル降雨－流出計算データ，ならびに想定さ

れる土砂流出シナリオや植生，河道条件を考慮した大量の流路変動数値計算により

定量的に評価し，このような侵食の影響を合理的に考慮した今後の河道計画に資す

る技術・知見を得るものである． 

＜事後評価指摘事項＞ 
 

Ａ評価のためコメントなし 

※ 評 価 基 準                               

Ａ：研究目的は達成され、十分な研究成果があった。

Ｂ：一定の研究成果があった。 
Ｃ：研究成果があったとは言い難い。 


